
人とふれあい、見聞広げ

産
業
界
の
現
状
を
体
感
し

職
業
観
と
勤
労
観
を
育
成

大
妻
多
摩
中
学
高
等
学
校

京
都
・
奈
良
４
泊
５
日


年

月
１
～
５
日
実
施

山
形
県
立
山
形
工
業
高
校

関
西
方
面
３
泊
４
日


年

月
６
～
９
日
実
施

日
本
の
文
化
を
理
解
し

「
寛
容
と
共
生
」を
培
う
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大谷道雄教諭

　多感な高校生にとって教育（修学）旅行は学生時代の
一大イベントだ。楽しみでもあり、また不安でもある。
非日常の場に身を置き、その土地ならではのものに触れ、
見て、人と接することで視野が広がることもある。ここ
では充実した教育（修学）旅行を実施する４校の取り組
みを取り上げる。

海野秀俊教諭

ト
ヨ
タ
会
館

コカ・コーラ京都工場

大阪ＮＨＫ

明
石
海
峡
大
橋
ブ
リ
ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド

姫
路
城

興
福
寺
や
東
大
寺
（
写
真
）
な
ど
の
寺

院
で
仏
像
を
浴
び
る
よ
う
に
見
る

薬師寺では仏教や仏像などの法話を聞いた

唐招提寺では寺院建築について学んだ

女人高野としても有名
な室生寺の五重塔

　
山
形
市
の
中
心
部
、
旧
県

庁
舎
か
ら
至
近
距
離
に
あ
る

県
立
山
形
工
業
高
等
学
校

（
阿
部
稔
校
長
、
生
徒
数
男

女
７
２
１
人
）
は
１
９
２
０

年
（
大
正
９
年
）
に
設
立
。

県
内
で
２
番
目
に
歴
史
の
あ

る
工
業
高
校
で
、
２
０
２
０

年

月
に
創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
る
。
校
歌
は
土
井
晩

翠
が
作
詞
し
た
。

　
教
育
方
針
の
「
め
ざ
す
学

校
像
」
は
、
歴
史
と
文
化
が

香
る
も
の
づ
く
り
を
重
視
す

る
化
学
技
術
系
工
業
高
校
。

そ
の
た
め
に
地
域
や
大
学
な

ど
と
連
携
し
、
も
の
づ
く
り

を
通
し
て
匠
の
心
技
体
を
体

得
す
る
教
育
（
技
能
教
育
）

と
最
新
の
科
学
技
術
教
育
を

バ
ラ
ン
ス
よ
く
取
り
入
れ
て

い
る
。
豊
か
な
人
間
性
、
高

い
専
門
性
、
実
践
的
行
動
力

を
兼
ね
備
え
た
、
時
代
を
生

き
抜
く
た
く
ま

し
い
創
造
型
工

業
技
術
者
を
育

成
す
る
。

　
学
科
は
機

械
、電
子
機
械
、

電
気
電
子
、
情

報
技
術
、建
築
、

土
木
・
化
学
の

６
学
科
で
各


人
定
員
。
工
業

専
門
の
た
め
男

子
が
多
く
、
女

子
の
割
合
は

１
、２
割
程
度
。

専
門
教
科
の
技

能
審
査
の
合
格

率
が
高
い
だ
け

で
な
く
、
部
活

動
も
柔
道
部
、

水
球
部
、
剣
道
部
が
全
国
大

会
に
出
場
す
る
な
ど
活
発

だ
。
技
能
審
査
合
格
得
点
の

合
計
が
高
い
者
に
贈
ら
れ
る

ジ
ュ
ニ
ア
マ
イ
ス
タ
ー
で
は

毎
年
多
く
の
生
徒
が
ゴ
ー
ル

ド
に
認
定
さ
れ
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
は
２
年
生
を
対

象
に

月
初
旬
に
実
施
し
て

い
る
。
他
校
と
違
う
点
は

「
産
業
界
の
現
状
を
体
感

し
、
工
業
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
、
職
業
観
、
勤
労
観
を

育
成
」
す
る
こ
と
。
目
的
は

①
広
い
視
野
に
立
っ
て
社
会

や
自
己
を
捉
え
さ
せ
る
こ
と

で
生
き
る
力
を
育
成
し
、
ま

た
、生
徒
主
体
で
取
り
組
み
、

積
極
性
、
研
究
心
お
よ
び
実

践
力
を
養
い
、
自
主
自
立
の

精
神
を
育
て
る
②
集
団
行
動

に
よ
り
、
協
調
性
や
連
帯
感

を
育
成
し
、
生
徒
間
の
相
互

理
解
や
友
情
を
深
め
さ
せ
る

③
歴
史
的
遺
産
に
触
れ
る
こ

と
で
、
日
本
文
化
の
認
識
を

深
め
、
国
際
社
会
で
主
体
的

に
活
躍
で
き
る
力
を
育
て
る

④
環
境
に
対
す
る
認
識
を
深

め
、
そ
の
大
切
さ
を
実
感
さ

せ
る
―
こ
と
に
あ
る
。

　
し
お
り
と
文
集
は
、
経
費

削
減
の
た
め
、
紙
媒
体
の
冊

子
を
な
く
し
た
。
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形

式
の
デ
ー
タ
を
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

で
読
み
、
生
徒
は
ス
マ
ホ
に

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
し
お
り

を
確
認
す
る
よ
う
に
し
た
。

　
２
０
１
９
年
度
は
、
名
古

屋
、
京
都
、
大
阪
の
関
西
地

区
を
行
き
先
と
し
て

年


月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
３
泊

４
日
で
行
っ
た
。
宿
泊
ホ
テ

ル
は
３
泊
と
も
生
徒
の
フ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
考
え
、
大
阪
新

阪
急
ホ
テ
ル
を
手
配
し
た
。

　
修
学
旅
行
の
最
大
の
特
徴

は
「
ク
ラ
ス
別
（
６
学
科
ご

と
）
研
修
」
に
あ
る
。
あ
ら

か
じ
め
視
察
ポ
イ
ン
ト
を
学

科
別
に
決
定
し
、
重
点
的
に

視
察
し
て
回
っ
た
。
具
体
的

に
は
、
機
械
科
と
電
子
機
械

科
は
ト
ヨ
タ
会
館
と
堤
工

場
。
電
気
電
子
科
は
コ
カ
・

コ
ー
ラ
ボ
ト
ラ
ー
ズ
ジ
ャ
パ

ン
京
都
工
場
と
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
シ

テ
ィ
ー
・
Ｎ
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｅ
Ｌ
。

情
報
技
術
科
は
Ｖ
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｒ

Ｋ
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
Ｂ
Ｋ
プ
ラ
ザ
と

大
阪
城
周
辺
。
建
築
科
は
姫

路
城
と
淡
路
夢
舞
台
（
海
の

協
会
）
。
土
木
・
化
学
科
は

カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
と
明
石
海
峡
大
橋
ブ
リ

ッ
ジ
ワ
ー
ル
ド
。

　
全
体
の
行
程
で
は
、
朝
５

時
の
早
朝
出
発
に
よ
り
科
別

研
修
の
時
間
を
十
分
に
取
れ

た
。
希
望
通
り
の
研
修
場
所

を
見
学
し
、
充
実
し
た
研
修

と
な
っ
た
。
ホ
テ
ル
が
大
阪

駅
に
隣
接
し
て
い
た
た
め
、

京
都
な
ど
の
歴
史
（
世
界
）

遺
産
を
見
学
で
は
ス
ム
ー
ズ

に
移
動
が
可
能
だ
っ
た
。
帰

り
の
飛
行
機
が
夜
７
時

分

出
発
と
遅
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
あ
ま
り
時
間
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
奈
良
や
大
阪
道

頓
堀
で
研
修
で
き
た
。

　
成
果
の
一
つ
は
、
自
分
の

将
来
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
だ
。
自

主
研
修
の
た
め
に
研
修
先
や

交
通
機
関
を
調
べ
た
経
験
は

進
路
先
を
調
べ
る
こ
と
に
つ

な
が
っ
た
。
も
う
一
つ
は
、

生
徒
の
人
間
関
係
が
変
わ
っ

た
こ
と
。
自
分
の
目
的
の
た

め
に
人
と
の
関
わ
り
方
を
考

え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
出
発
前
に
、
時
間
を
守
る

こ
と
、
自
分
の
役
割
を
自
覚

し
て
行
動
す
る
こ
と
な
ど
、

事
前
指
導
を
徹
底
し
た
。
そ

の
た
め
、
早
朝
の
出
発
、
繁

華
街
で
の
自
主
行
動
、
都
心

で
の
公
共
交
通
機
関
で
の
移

動
な
ど
、
不
安
要
素
の
多
い

計
画
だ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
に
応
じ
た
時
間
厳
守

の
行
動
を
と
る
こ
と
が
で
き

た
。
緊
張
感
を
持
ち
続
け
た

こ
と
で
生
徒
た
ち
は
修
学
旅

行
後
に
そ
の
気
分
に
引
き
ず

ら
れ
ず
、
勉
強
へ
と
気
持
ち

を
切
り
替
え
ら
れ
た
。

　
昨
年
、
同
校
に
台
湾
の
高

校
生
が
研
修
旅
行
で
訪
れ
た

こ
と
な
ど
か
ら
、

年
の
修

学
旅
行
の
行
き
先
は
台
湾
を

予
定
し
て
い
る
。
初
め
て
の

海
外
研
修
で
不
安
も
あ
る

が
、
広
い
視
野
を
育
成
す
る

た
め
に
は
高
校
の
多
感
期
に

１
回
ぐ
ら
い
海
外
を
経
験
す

る
こ
と
は
、
生
徒
た
ち
に
と

っ
て
後
々
プ
ラ
ス
に
な
る
と

同
校
で
は
確
信
し
て
い
る
。

　
学
年
主
任
の
大
谷
道
雄
教

諭
は
「
最
近
、
お
と
な
し
く

内
向
的
な
生
徒
が
多
い
。
こ

れ
か
ら
は
、
国
境
を
越
え
て

仕
事
を
す
る
時
代
だ
。
国
際

感
覚
を
身
に
つ
け
、
自
分
の

考
え
を
相
手
に
し
っ
か
り
伝

え
ら
れ
る
人
間
に
な
っ
て
も

ら
い
た
い
」
と
語
る
。

　
東
京
都
多
摩
市
に
あ
る
大

妻
多
摩
中
学
高
等
学
校
（
谷

林
眞
理
子
校
長
）
は
、
１
９

０
８
年
に
創
設
さ
れ
た
女
子

中
高
一
貫
校
。
生
徒
に
「
自

立
自
存
」「
寛
容
と
共
生
」「
地

球
感
覚
」
の
三
つ
の
精
神
を

養
い
、
「
予
測
困
難
な
未
来

社
会
の
中
で
活
躍
、
貢
献
す

る
女
性
の
育
成
」
を
目
指
し

て
い
る
。
全
校
生
徒
数
は
約

千
人
で
、
そ
の
半
数
の
約
５

０
０
人
が
高
校
の
生
徒
だ
。

　
高
校
で
の
修
学
旅
行
は
毎

年
、
京
都
・
奈
良
を
行
き
先

と
し
て
２
年
次
の

月
に
実

施
す
る
。
２
０

１
９
年
度
の
修

学
旅
行
は
、


年

月
１
～
５

日
に
２
年
生
の

全
４
ク
ラ
ス
・

約
１
６
０
人
が

参
加
し
て
行
わ

れ
た
。

　
全
体
の
テ
ー

マ
は
「
古
代
の

文
化
と
古
代
を

生
き
た
人
の
価

値
観
に
触
れ

る
」
。
目
的
と

し
て
①
優
れ
た

国
際
人
と
な
る

た
め
に
、
ま
ず

日
本
の
古
代
文

化
に
深
い
理
解
を
持
つ
②
事

前
の
学
習
を
十
分
に
生
か
し

た
、
水
準
の
高
い
自
主
研
修

を
行
い
、
知
識
、
感
性
を
養

う
③
集
団
の
一
員
と
し
て
の

自
覚
を
持
ち
、
そ
の
責
務
を

全
う
す
る
―
の
三
つ
を
設
定

し
た
。

　
１
日
目
は
東
京
か
ら
新
幹

線
な
ど
の
電
車
を
使
っ
て
奈

良
県
に
移
動
。
午
後
に
室
生

寺
と
長
谷
寺
、
２
日
目
の
午

前
に
談
山
神
社
と
聖
林
寺
、

安
倍
文
殊
院
を
見
学
し
た
。

　
「
長
谷
寺
は
西
国
三
十
三

霊
場
な
ど
巡
礼
者
の
文
化
に

触
れ
ら
れ
る
。
談
山
神
社
は

大
化
の
改
新
の
時
に
中
臣
鎌

足
と
中
大
兄
皇
子
が
出
会
っ

た
場
所
で
、
源
義
経
が
逃
亡

し
て
い
た
時
に
隠
れ
て
い
た

と
い
う
説
も
あ
る
。
聖
林
寺

は
十
一
面
観
音
が
有
名
だ
。

そ
う
い
っ
た
説
明
を
現
地
の

人
か
ら
聞
き
な
が
ら
現
地
で

し
か
味
わ
え
な
い
体
験
を
す

る
」。修
学
旅
行
を
担
当
し
た

教
務
部
長
社
会
科
主
任
の
海

野
秀
俊
教
諭
は
、
奈
良
で
の

見
学
の
狙
い
を
こ
う
語
る
。

　
２
日
目
の
午
後
は
、
５
、

６
人
で
班
を
組
み
、
飛
鳥
で

の
班
別
自
主
研
修
。
石
舞
台

を
ス
タ
ー
ト
地
点
に
自
転
車

で
甘
樫
の
丘
や
飛
鳥
寺
、
天

武
・
持
統
天
皇
陵
と
い
っ
た

古
墳
な
ど
を
自
由
に
見
て
回

っ
た
。
こ
の
日
の
夜
は
、
多

武
峰
の
宿
舎
で
、
職
人
の
指

導
を
受
け
て
奈
良
の
特
産
品

「
赤
膚
焼
」
に
絵
を
描
く
体

験
も
行
っ
た
。

　
学
校
か
ら
提
示
さ
れ
た
四

つ
の
コ
ー
ス
の
う
ち
か
ら
生

徒
が
一
つ
を
選
び
、
奈
良
、

京
都
の
寺
院
を
見
学
す
る
活

動
が
３
日
目
。
Ａ
コ
ー
ス
は

法
隆
寺
、興
福
寺
、東
大
寺
、

平
等
院
。
Ｂ
コ
ー
ス
は
薬
師

寺
、
唐
招
提
寺
、
興
福
寺
、

東
大
寺
、
新
薬
師
寺
。
Ｃ
コ

ー
ス
は
唐
招
提
寺
、秋
篠
寺
、

興
福
寺
、
東
大
寺
、
浄
瑠
璃

寺
。
Ｄ
コ
ー
ス
は
当
麻
寺
、

新
薬
師
寺
、
興
福
寺
、
東
大

寺
、
秋
篠
寺
と
し
た
。

　
Ａ
コ
ー
ス
は
有
名
な
寺
院

ば
か
り
だ
が
、
そ
れ
以
外
の

Ｂ
～
Ｄ
コ
ー
ス
で
は
普
通
の

修
学
旅
行
や
家
族
旅
行
で
は

行
か
な
い
寺
院
を
随
所
に
盛

り
込
ん
だ
。海
野
教
諭
は「
新

薬
師
寺
は
仏
像
の
迫
力
に
感

動
す
る
。
浄
瑠
璃
寺
に
は
九

体
阿
弥
陀
如
物
が
ず
ら
っ
と

並
ん
で
い
て
、
当
麻
寺
は
当

麻
曼
荼
羅
を
所
有
し
て
い

る
。
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

い
お
寺
を
意
識
し
て
入
れ
た

の
は
、
生
徒
た
ち
に
『
こ
ん

な
隠
れ
た
い
い
お
寺
も
あ
る

ん
だ
』
と
知
っ
て
も
ら
い
た

か
っ
た
」と
理
由
を
明
か
す
。

　
４
日
目
は
１
日
中
、
京
都

で
の
班
別
自
主
研
修
。
３
日

目
の
飛
鳥
で
の
班
別
自
主
研

修
も
同
様
だ
が
、
事
前
に
各

班
か
ら
計
画
表
を
出
さ
せ
た

う
え
で
、
そ
れ
に
沿
っ
て
自

由
に
行
動
さ
せ
た
。
「
学
校

か
ら
与
え
ら
れ
た
も
の
を
受

け
身
で
行
う
だ
け
で
は
な

く
、
自
分
た
ち
で
主
体
的
に

計
画
を
立
て
る
こ
と
も
修
学

旅
行
の
目
的
の
一
つ
と
し
て

い
る
」
（
海
野
教
諭
）
。

　
最
終
日
は
、
ク
ラ
ス
別
に

３
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
伏

見
稲
荷
大
社
や
醍
醐
寺
（
三

宝
院
、
五
重
塔
）、三
十
三
間

堂
、
東
寺
な
ど
の
寺
社
仏
閣

を
中
心
に
見
て
回
っ
た
。「
以

前
の
修
学
旅
行
で
は
清
水
寺

や
東
大
寺
、
金
閣
寺
、
銀
閣

寺
を
最
終
日
の
コ
ー
ス
に
入

れ
て
い
た
。
今
、
そ
う
い
っ

た
お
寺
は
外
国
人
が
多
く
て

あ
ま
り
に
も
混
む
の
で
、
生

徒
に
は
『
少
人
数
の
班
別
自

主
研
修
で
行
っ
た
方
が
い

い
』
と
言
っ
て
い
る
」
と
海

野
教
諭
。
た
だ
し
、
三
十
三

間
堂
と
東
寺
に
つ
い
て
は
、

観
光
客
は
多
い
も
の
の
、
非

常
に
イ
ン
パ
ク
ト
の
あ
る
仏

像
が
あ
り
、
新
幹
線
の
駅
に

も
近
い
の
で
、
す
べ
て
の
コ

ー
ス
で
立
ち
寄
っ
て
い
る
。

　
一
言
で
言
え
ば
、
「
と
に

か
く
浴
び
る
よ
う
に
仏
像
を

見
る
」（
海
野
教
諭
）
と
い
う

の
が
、同
校
の
修
学
旅
行
だ
。

そ
の
た
め
事
前
学
習
に
は
力

を
入
れ
、
社
会
科
や
ホ
ー
ム

ル
ー
ム
な
ど
の
時
間
を
使
っ

て
「
如
来
」
と
「
菩
薩
」
の

違
い
な
ど
仏
教
や
仏
像
に
つ

い
て
詳
し
く
教
え
て
い
る
。

　
海
野
教
諭
は
、
修
学
旅
行

は
特
に
「
寛
容
と
共
生
」
の

精
神
を
培
う
機
会
だ
と
強
調

す
る
。
「
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会

を
生
き
る
う
え
で
は
、
多
様

性
を
理
解
す
る
寛
容
の
精
神

が
必
要
だ
。
日
本
と
世
界
と

を
比
較
し
て
客
観
視
し
、
日

本
の
い
い
と
こ
ろ
は
い
い
、

お
か
し
な
と
こ
ろ
は
お
か
し

い
と
判
断
し
、
世
界
の
異
な

る
文
化
と
の
共
生
を
図
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
日
本
の
こ

と
を
他
者
に
き
ち
ん
と
語
れ

る
よ
う
に
、
日
本
が
ず
っ
と

受
け
継
い
で
き
た
文
化
や
考

え
方
を
生
徒
た
ち
が
し
っ
か

り
と
知
っ
て
お
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
語
る
。


